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発生消滅本数を月別にみると

これによると前年と同じく発生数は8区 が多く,そ の数は前年とくらべてかな参少V㌔ これは

前年がモ ミ球果の凶年にあたったためではないかと思われる。

消滅稚樹は前年 とは反対に半数以上が試験地設定時にあった稚樹であったことから稚樹発生後

数年にしてその砥とんどが徐々に消滅 していくことを証明する屯のであろうo

発生月は6月 が多 く,消 滅月は5月 が多いが,こ れは前年4月 の雨量が350鷹 に対 して,本t

年4月 は70mmと はる澱に少なく,土 壌がかなり乾燥 したためではないかと考えられるo

A-4ス ギ列状間伐試験

間伐は造林保育作茱のうちで,き わめて重要な作業の一つであるが,山 村の過疎化による林業'

労務者の極匿の不足と,こ れにと奄なう労賃の高騰,さ らに加えて間伐木の売れ行 き不振は悶伐

の実行を困難にし,手 遅れ林分を増加させているo

酸た従来の単木的な間伐木の選定では間伐木の集運材の機械化にっねに大 きな困難がっ蓮まと

ってお り,間伐 の実行をますますむずか しくしている○そのため集材方法について種々の改良開

発がなされてはいるが,単 木的な間伐法をとるかぎり,限 度があると考えられるo

したがって間伐法その竜のを間伐木の選定,伐 採,集 運材の全作業をひっ くるめて再検討せね

ばならない時期にきていると考え られるQ

従来の間伐木選定芳法は,か なり複雑でや 玉もすると名入芸的な毛のになりやす く,そ の実行

竜小面積はともかく,数 十1搬にもおよぶような大面積の場合はなかなか困難で,こ れが間伐 の手

遅れ林分を増加 叢せる原因の一つにもなっている。 このようなことか ら屯これか らの間伐はわ



ずかの専問知識で間伐木の選定が機械的におこなえて,か つ集運材 も容易なことが要求されるで

あろう。

この ような観点か ら間伐木の選定がきわめて簡単でかつ伐倒集運材の容易な"列 状間伐〃につ

いて検討を試みてみた。

ところで成立本数を減 らすことによって生育環境を改善 しよ うとする点では従来の定性間伐法

と列状間伐法との間にちがいわないが,前 老が優良木を残 し劣等木を伐採 し,よ り優良木の生育

環=境を改善 しようとする単木的な環境の改善を図ることを目的としているのに対して,列 状間伐

は単木 レベルの環境は一応無視して集団レベルでの環境改善を目的としている点で両者はことな

っている○

また伐採の面からみると,従 来の間伐を点の間伐であるとすれば列状間伐は線,さ らには面の

間伐であると云える。

つ ぎに列状間伐の実行の面から云えば,林 木の生長がそろっている場合は,伐 採列区の決定が

容易で,き わめて機械的に作業を進めることができるため,挿 木品種よりなり均質な林分構成を

している九州のスギ造林地で実行 し易い間伐 法と云える。

一方不均質な実生林分について も従来の点間伐を併用すれば,列 状間伐を適用できると考えら

れる。すなわち伐採列区の決定はできる限 り機械的にお こなうと同時に保存列区については優良

木保存,劣 等木伐採 という従来の間伐法を実行 して,形 質優良木の割合を高める方法をとるよう

にすれば よい。この保存列区の間伐は挿木ス ギ林分でも当然考え られることであるが,こ の場合

の選木は より機械的におこなうことが可能で ある。

ところで列状間伐が樹冠の構成に与える影響は大 きく,従 来の間伐法にくらべて,過 度にうつ

閉が破壊されることは避け られず,列 巾の広いときにはその回復 もほとんど不可能であろと云え

るoこ の生じた空地はかなりまとまつた ものであり,こ れを放置することはできず,再 生産の場

としての活用を考えねばならないであろ う。

したがって当然列状跡地への再造林が考え られ.結 果として2段 林の構成か指向されるであろ

う・さらにこの列状間伐を於 し進めてい くと数次の間伐に よる多段林の構成へ と進むであろう。

しか しこのようになった場合には もはやこれは単なる間伐ではなくなってお りこれは主伐 と云い

かえることが妥当であろ う。

以上のような列状間伐 に対する考え方にもとついて,我 々は列状間伐による林内蒙境の変化,

二次植栽木の生長等,複 層林構成への基礎的な資料を得る目的で列状間伐試験地を設定 し,種 々

の測定をおこなってきている・ここではこれまでにえられた結果の概要について述べることにす

るo



試 験 地 の 概 況

列状間伐をX・こなった林分は九州大学宮崎地 方演習林19林 班 の1941年 植 栽のメアサ(

一 部オ ビスギ)林 で ある。 この林分は海抜tO50～i20omt傾 針角15～2乎 の北西 向き

斜面に位置 して いるo

過 去 この林分 には間伐 はなされてお らず列状間伐が第 肇回の間伐であったo

試 験 の 方 法

等高線に直角 な方向に1列 於 きに1列 伐採(A),3列 お 慧に2列 伐採(B),5列 論 きに1

列 伐採(C)の 列 状間伐を1966年9月(A),1967年2月(B,C)に 細 こなったo列

状間伐 の全面積 はO,8haで,そ の大部分は5列S1s一 きirc2列 伐採 の列状 間伐(B)を お こなったQ

間 伐に よる林況の変化は 表1の とお りである。

表1試 験 林 の 概 況

B,Cの 伐採跡に1967年5月 にヒノキ(2年 生苗木)を 植栽 したo植 栽法は2列 伐採のB

区は植栽間隔1m,列 間隔fmの2列 植,1列 伐採のC区 はi蟄 聞隔の1列 殖 としたo

な鉛A区 についてはヒノキの植栽は訟こなわなかったo

列状閥伐による林内微気象の変化は主としてa列 伐採のA区 と無間伐のD区 の照度,a射 量,

温度,湿 度讐を観測 し比較検討することにしたo

温反 。湿度 自記温湿度計(7日 巻)を 設置 し,地 上1.G皿 の温度 と湿度を測定 した。
＼

地中温度 自記地中温度計(7日 巻)を 設置 し,地 中O,1m.の 温度を測定 した。

照 度 束芝5号 型照度計を使用して地上O.5mで 測定 したQ

日 射 量 東洋理化学製積算照度計を箆用して地上a5mで 測定 した。

結果,お よび 考察

まず列状間伐が林内微気象に与える影響について述べ,つ ぎに植栽木の生長結果にっいて述べ

ることにする。



照度

間伐によって当然林内の明るさが増すが,こ の変化をしらべたのが表2で あるo

表2照 度 の 変 化

%は 裸地に対ナる相対照度

間伐区では伐採列区の中央を地上O.3mの 高さ

で1滋 論きに46点 測定 した平均値

列状間伐の場合,伐 跡の明るさは伐採率よりもむしろ伐採列の巾によって左右されることは1

列伐採の伐採率50%のA区 と25%のC区 とでほ 冥同じ程度の明るさを示していることからも

明らかであるo

表2の 結果は伐採列の中央における 照度 と無間伐区の林内照度とを比較 した毛のであろが,聞

伐によって保存列内も明るくなり,ま た伐採列の照度 竜周辺部と中央部 とではことなることが考

えられるため次のような位置で照度を測短 し.伐 採による林内の照度変動をしらべてみたo

図 林 内 の照 度 変 動

測定高a3ra2G点 の平均値1968.19.36測 定

図からもわかるように保存列内部は間伐 によってかなり明るくなってわり,し かも太陽に面し

た部分と影の部分とではかなり明るさがことなることがわかるoま た太陽高度の低いときには伐

採列に直射が届かないが,太 陽高度が高 くなると直射が多くなり照度が100%近 くにもなる場

含が充分に考えられる。

したがってどのような場合の照度をもって比較の対象にするかY問 題にたって くる○くもPの

覆にくらべ,快 晴の場合はほとんど直射光のみで数乱光が少ないため蔭の郡分は相対的に照度が

低 く出る傾向が認め られるため本試験では散乱光のみのくもりの日の照度でもって比較 している。

ところで照度は可視光線の瞬間的な強度しか示さず,太 陽高隻,あ るいは測定時刻によっては

かなり変動することが考えられるため一定時問内の日射量を紫外 。可視 。赤外部にわけて測定 し



この欠点を細ぎなうことにした。な語ここでは樹葉が日射の組成に与える効果をよりはっきりさ

せるため落葉広葉樹林における 測定結果 も一緒にか ＼げることにした。なお測定機器の関係から,

それぞれ測定日がことなることは止むを得なかったので一定期間内(鴇 日以内)の 快購 日のデ

ータで比較することにした。

表5水 平 面 警財 量

1968。5損U定

この 艮射量の結果 はほ 冥照度 と同 じ傾向を示 してい るが,裸 地 に比較 してスギ林で は無間伐 区

(D)で 赤 外部 の占める割合が大 き く,紫 外,可 祝祁の割合が小 さ くなっているか,広 葉樹林の

落葉期(ろ 月)と 闘葉期(5月)を 比較 してみ ると,翻 葉 期の赤外郡 の割合 が大 きく,紫 外,可

祝部が小 さ くなっている。 このこ とは樹葉 に よって紫外,可 視部が よく吸収 される ことを示 して

い る。また この測定記録だけ について云えば,針 葉 樹で あるスギ より亀広葉 樹の方が よく吸収す

る と云 えそ うである○

気温

1967年1月 より12月 ま での一・一…年 間の気温の測定結果はつ ぎの とk・りで ある・いず れ も月

平 均値 で示 しているo



表4気 象表(気 温)

気温の動きをみると,最 低気温についてはほとん ど差は認められなかったが,平 均気温,最 高

気温は閤伐区の方がや ＼高温を示 した・また最高気温と最低気置の日較差を比較すると問1丸区の

方が無間伐区よりも軟差が大きい傾向がみられた。このような気温の動 きか らみて間伐 にょって

林内に陽光が多く入るようになり・それが気温の上昇をうなが しているか,反 面気温の変うの巾

は大きくさせていることがわかる。

地温

気温と同じく1967年 の測定結果は表5の とおりであるG



表5気 象表(地 温)

間伐によって増加 した林内陽光は気温を上昇させると同F寺に地衣面に到達 したそれは地温の上、

昇をうながすことはあきらかであり,間 伐区は無間伐区に比較して年間 を通 じて平均地温で

1.79～4.65℃ の高温を示した。また気象表から明らかなように間伐による地温の上昇効呆は

最 低地温よりも,最 高気温の方によりはっきりと現われているo

湿皮

気温 。地温と河時期に測定した給県は表6の 通 りであるo

表6気 象衆(湿 度)



最 高 湿 度

最 低 湿 度

日 較 差

樹冠の うっ閉がやぶられ,林 内に入る陽光が増 し,林 内空気の移動 も盛んになると空中湿度 屯

変化することを観測結黒は示 した○すなわち間伐によって全体 として;:不内0湿 度は低 くなり,と

くにそれが最低湿度をさらに低 くすることに働いていることかわかるoま た較差 も大きく乾湿の

差が大 きくなっていることを示している。

植栽木の生長

スギの生長

スギの生長をしらべるため胸高の位起に白ペンキで印をっけその部位○亡径とそこか ら梢培蜜

での樹高を灘定 しているoそ の結采は表7の とおシである

表7ス ギの生長



直径翻

間伐後のスギの生長を表7の 結果より検討 してみると,樹 高生長にはほとんど影響は与えてい.

ないが,直 径にはかなりの差が認められるo一 般に粗密度は樹高生長には影響を与えず,肥 大生

長にその効果が現われると云われるが,間伐 による密度の減少は肥大生長を大きくすることにま

ず働 くことが上記の結=果か らも推測される。

ヒノキの生長

表8樹 高生長 醒

間伐跡地に植栽したヒノキの嵩高生長は対照区(40SΩ 本植)に くらべて庵差はなく,む し

ろ大 きい生長をしていることを云8の 結呆は示 している。 ところで間伐 区のヒノキは外観上やts

ひ弱桑感じを.与えるため,こ の生長が健全な庵のか,或 いは徒長ぎみの生長であるかの判別が必

要になってくるく,

枢栽後5年 経過した段階での恨元直径は表9の とむ りであり,こ の結果か らみて材高生長 とは

逆に肥大生長は対照区に比較 して間伐区はかたり劣っていることがはっきりする。また形状化(

揖菖碗/根 元直径魏)を みても,対 照区にくらべて間伐 区の形状比はかなり大 きいことがわかる。

表9根 元瓢径と形状比

この対照区の生長が徒全なものであるとすれば間伐区のそれは徒長 しすぎていると云える。

ヒノキの生長が上長生長において 対照区にくらべても遜色蔭くむ しろす ぐれているのに反 して

肥大生長がかなり鉛とり徒長ぎみの生長をしていることは間伐区の光が不足 しているためであろ



う。 したがって光不足を解決するためには間伐の列巾を広 くすること,ま た補助的な作業 として

はスギの枝打ちが考え られるであろ う。

以上列状間伐をおこなったスギ林の微気象の変化,ス ギの生長,伐 跡に植栽されたヒノキの生

長について述べたが,と くにヒノキの生長を陽光量が大きく左右 していることからみて間伐の列

巾については斜面の向き,傾 斜角,列 の方向等 と関連させて今後さらに検討せねばならないと考

える○また集運材の面からも列巾,列 問隔についてはさらに検討を加える必要があろ う。


